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 中学校学習指導要領解説理科編によると、電流と磁界について、簡単なモーターの製作などの

ものづくりを通して、理解を深める［１］。学校現場では簡単なモーターとしてクリップモーター

がよく知られている。このモーターのコイルの形状が四角形ならば動作原理の理解がしやすいが

［２］、通常は円形である。本研究では、立体一筆書きのこまに注目し［３］、これに電流を通す

ことによりモーターとして回転させることができることを紹介する。 

 この立体一筆書きのこまは、図のように、円周の一部が扇形に欠けている。製作の際には、重

心の位置が円の中心と一致するよう、この扇形部分の中心角を 53.130°にする［３］。本研究では、

このこまをスズめっき線で作り、回転軸を水

平にして、交流電流（50 Hz）を通し、さらに

円周面と垂直方向に磁界をかけ回転させた。

クリップモーターは、固定磁石の磁界の方向

が回転軸から見た動径方向と平行な配置の

ラジアル型のモーターである。一方、我々の

モーターは、固定磁石の磁界の方向が回転軸

の方向と平行な配置のアキシャル型のモー

ターである。モーターの動作原理を説明する

際、従来の磁石の配置に加えて、本研究の配

置でも説明できる利点がある。 
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図 立体一筆書きのこまの例 
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